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今年も６月３０日(土)に奈良から大阪入り

し、７月７日(土)に兵庫へ引き継ぎます。

今年の幹線コース（８）、網の目コース

（１５）は二面に掲載しています。

大阪原水協のホームページで詳しい内容を

紹介しますので２～3日に一度是非アクセス

してください。行進風景の写真も随時掲載す

る予定です（大阪原水

協で検索OKです）。

東京＝広島、和歌山

＝広島の通し行進者は

各1名。大阪府内通し

行進者は９人の予定で

す(決定次第ホームペー

ジにアップします)。

２０１２年の原水爆禁止世界大会は8月4日～6日広島市で開催されます。大阪

原水協では500人の代表団を派遣すべく既に様々な取り組みが始まっています。

その一環として世界大会パンフレットやバッチ、ボールペンの普及を進めなが

ら草の根からの取り組みを進めようと5月25日に大阪グリーン会館で学習会を開
催。50人の参加者の皆さんが新国際署名推進の先頭

に立とうと決意を新たにしました。

学習会では上羽治雄さんがウイーンで開かれたＮ

ＰＴ再検討会議の第１回準備委員会の内容と現地で

開かれた新パネルによる「原爆展」について特別報

告されました。

最後に小松正明事務局長が全ての地域・団体から

国民平和大行進や世界大会成功めざす草の根の運動
を広げようと行動提起しました。

世界大会グッズのお申込は大阪原水協へお願いし

ます。

昨年12月21日に事実上最後の集団訴訟グループの判決が大阪地裁であり、原告

の全面勝利となりました。これを記念して６月２日大阪コロナホテルで勝利報告

集会が開かれました。

冒頭亡くなられた元原告の皆さんに黙祷を捧げて集会が始まりました。日本被

団協の田中事務局長から認定基準改訂作業が国側の抵抗により大幅に遅れ、その

結果大量の認定申請の却下が続いていると現状報告がありました。このような国

の不作為を許してはならないと全国弁護団事務局長の宮原弁護士からこれまでの

教訓と今後の闘い方について提起があり、藤原近畿弁護団長からは新たな「ノー
モアひばくしゃ訴訟」が準備されつつあると全面解決への展望が述べられました。

最後に当日出席された８人の元原告・家族から支援に対する感謝の言葉があり

ました。

全て大阪地裁ですが、裁判内容によって
法廷が変わりますのでご注意下さい。

◎ 6月13日（水）午前10時30分～12時
午後1時30分～5時

202号法廷
義務付け訴訟

◎ 7月12日（木）午前11時30分～12時
806号法廷
新・却下取り消し訴訟

◎ 8月17日（金）午前10時30分～12時
午後1時30分～5時

202号法廷
義務付け訴訟

大震災・津波被害者復興支援に全力を
―福島原発事故の放射能被害者救済を最優先
に―原水協は訴えます！

原発ゼロの会・大阪では大飯原発の再稼動を許さないために、署名運動や政府・

関係自治体等への要請行動を行っていますが、急遽６月１７日の福井県民集会へ

の参加を含む見学ツアーを取り組むことになりました。

１６日（土）午前８時に大阪駅前・旧大阪中央郵便局前をバスで出発。大飯原

発の見学等のあと芦原温泉泊。翌日Jパワー風力発電所見学のあと県民集会に参

加。帰途美浜原発を経て午後７時頃大阪着の予定です。車中でミニ原発問題学習

会もあります。

参加費は２９，８００円。希望者は１０日（日）までに所属・住所・氏名・年

齢・電話番号・FAX番号を記入の上「会」までFAX(０６－６９４９－８１２１)で

お申し込みください。


